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本店東京銀座４丁目ＴＥＬ ､ ５３５４６１１

ミキモトが ' 心をこめて
おとどけします。
フレッシュな

ま
ツ

あなたのために…………
楽しい日々のた韓に…………の ー

画禰

鼠

神戸＝三ノ宮一神戸国際会館ＴＥＬ、２２１－００６２
大阪＝堂島一新大ビル・大阪国際空港ＴＥＬ、３４１－０２４７
京都河原町蛸薬師上ル（ファッションビルＢＡＬ４階）ＴＥＬ，２４１２９７０
名古屋－栄一中日ビル( ２階）丁ＥＬ, 2 6 1 - 1 8 0 8 . 1 9 7 1 靭御木本真珠店

ｊｉ－

Ｌ

房

「
ＪＦ

ｔ

げみ＝

『
罰
‐
‐
Ｉ

Ｊ 世界の宝石店Ｊ

ＭＩＫＩＭＯＴＯ

Ｌ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



３

■

入 ジト 陽Ｉ『１７ Ｄ跨Ｎ》”ＲＫイ
ア
ン
テ

罰
器

弓
Ｊ
、

堂
〃
Ｕ
Ｊ
飴

そ
荊
畔
糸
ア

（『人セ
l 亜Ｚｒ”‐

”、 ｰ
Ｑ－Ｐ別

Ｉ咽
閲ＪＥ‐

’Ⅱ面
~ ■世＝

一・口
鳥〃オ

曜ハ瀦

一壱k

の
南
胃
で
和

力

「
炉

■
■

子

５ Ｆ理
葬吾

‘ｆｌｌ
７ ｰ 【

』

Ｌ

Ｈ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



つ

『

た
か
つ
た
こ
と
な
の
で
た
だ
一
生
懸
命
や
る
だ
け
で
す
」
と
新
し

戸
北
野
町
で
育
っ
た
。
海
が
大
好
き
な
の
で
、
東
京
に
移
っ
て
か

ら
も
時
々
神
戸
の
実
家
に
帰
っ
て
海
を
見
る
と
い
う
。

ビ
「
ｎ
Ｐ
Ｍ
」
（
火
．
木
曜
日
）
の
四
代
目
ホ
ス
テ
ス
を
勤
め
る
ラ

レ
コ
ー
ド
も
出
し
た
。
ホ
ス
テ
ス
役
に
つ
い
て
は
「
前
か
ら
や
り

い
仕
事
に
夢
を
託
し
て
い
る
。

の
溢
れ
る
真
理
ア
ン
ヌ
（
鋼
）
さ
ん
は
、
こ
の
九
月
か
ら
読
売
テ
レ

ツ
キ
ー
な
神
戸
っ
子
。

●
神
一

。
そ
れ
以
来
映
画
、
テ
レ
ビ
、
芝
居
に
活
躍
、
こ
の
六
月
に
は

芸
能
界
に
は
七
年
前
、
東
宝
映
画
「
自
動
車
泥
棒
」
で
デ
ビ
ュ

イ
ン
ド
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
、
五
才
ま
で
神

キ
リ
ッ
と
し
た
野
性
的
な
瞳
か
ら
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
お
色
気

Ｆ１

カ
メ
ラ
・
藤
原
保
之

子〈
写
真
大
阪
の
読
売
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ジ
オ
に
て
〉
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真珠は女性を清らかにみせます
いちばん貴重な清らかさ
珠

童ち
性

田崎真珠

ご鍵舞職率…

⑳本社●神戸市葺合区旗塚通６－９●パールフアーム神戸●神戸市灘区六甲台町２４
Ｔｅｌ〈2 3 1 ) 3 3 2 1 Ｔｅｌ（8 7 1 ) 9 2 8 9

●さんプラザ店●神戸さんブラザビル３Ｆ●プラザ店●大阪ホテルプラザ内
Ｔｅｌ（ 3 9 1 ) 4 0 8 5 Ｔｅｉ（ 4 5 8 ) 2 4 4 9

婚約リングのカタログ雪希望の方は上記へご連絡下さい
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『

昨
年
二
月
、
団
員
わ
ず
か
三
名
と
い
う
〃
ミ
ニ
劇
団
“
が
神
戸

に
誕
生
、
そ
の
創
立
者
の
一
人
が
こ
の
浜
田
義
則
（
釦
）
さ
ん
。

葺
合
高
校
時
代
に
演
劇
に
と
り
つ
か
れ
た
彼
は
関
西
学
院
大
学

で
は
皇
チ
ュ
ー
ド
」
に
属
し
て
活
躍
、
卒
業
後
も
会
社
に
勤
め

る
傍
ら
演
劇
活
動
に
青
春
を
打
ち
込
ん
で
き
た
が
、
以
前
属
し
て

い
た
劇
団
に
飽
き
足
ら
ず
「
理
論
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
プ
ロ
と
し
て

の
実
践
を
」
と
い
う
信
念
か
ら
、
「
劇
団
神
戸
」
を
設
立
し
た
。

現
在
、
二
○
名
を
越
す
団
員
は
こ
の
九
月
芦
屋
の
ル
ナ
ホ
ー
ル
で

の
第
三
回
公
演
「
日
本
の
青
春
」
（
遠
藤
周
作
原
作
、
夏
目
俊
二
脚

色
、
演
出
）
で
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
観
客
を
感
動
さ
せ
た
。

十
一
月
三
日
に
は
三
田
市
民
ホ
ー
ル
で
木
下
順
二
作
の
「
三
年
寝

太
郎
」
と
「
う
り
姫
と
あ
ま
ん
じ
や
く
」
を
演
ず
る
。

〈
写
真
左
・
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
で
公
演
中
の
浜
田
さ
ん
右
楽
屋
に
て
〉

●
神
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f‐

浜
田
義
則

カ
メ
ラ
・
藤
原
保
之

劇
団
神
戸
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元町２．ＴＥＬ3 3 - 5 7 6 1 代表 白金台ダイヤ入りスターサファイヤ
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括竃$
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秋
の
姫
路
書
写
山
。
円
鏡
寺

境
内
の
山
道
に
、
萩
の
花
が
咲

き
こ
ぼ
れ
る
。
俳
句
「
郁
子
会
」

秋
の
吟
行
。

保
守
派
の
強
い
神
戸
に
あ
っ
て
、

新
進
気
鋭
の
若
者
が
集
ま
り

「
抑
子
会
」
を
結
成
し
た
の

は
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
。

現
状
に
あ
き
た
ら
ず
、
何
か
を

し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
が
共

通
項
に
な
っ
た
。
各
＃
他
の
同

人
誌
に
属
し
な
が
ら
の
自
称
〃
野

武
士
の
集
い
〃
は
タ
レ
ン
ト
ぞ

ろ
い
．
〃
ど
う
や
ら
年
に
季
節

が
二
回
位
し
か
な
い
ら
し
い
蔀

季
刊
誌
「
柳
子
」
の
発
刊
。
そ

し
て
か
っ
て
の
文
学
青
年
も
一
二

○
代
後
半
を
迎
え
、
今
迄
の
仕

事
を
世
間
に
問
う
意
味
で
、
柳

子
会
叢
書
を
部
計
画
、
子
郷
「
遠

方
」
、
良
明
「
米
と
花
」
に
続
き
、

素
粒
子
の
菩
作
も
近
い
。

俳
壇
の
苦
手
と
し
て
、
神
戸

の
一
画
か
ら
俳
斑
の
刷
新
を
図

ろ
う
と
い
う
思
い
が
”
七
人
の

侍
“
の
胸
の
内
に
燃
え
て
い
る

よ
う
だ
。

（
・
一
卜
・
一
ペ
ー
ジ
参
照
）

☆
写
其
右
よ
り
山
本
良
明
（
米
穀
店

経
営
）
抑
子
会
に
入
り
無
常
を
感
じ

て
出
察
し
た
？
源
啓
一
郎
、
主
宰
、

友
岡
子
郷
（
松
陰
淵
校
教
師
）
、
顧
問

的
存
在
で
「
裳
母
」
同
人
の
和
田
暖
、

栗
栖
仙
竜
、
か
っ
て
美
男
子
で
あ
っ

た
中
野
達
也
（
カ
ネ
カ
）
、
丘
年
間
ブ

ラ
ジ
ル
淵
在
を
経
た
中
杉
隆
也
と
紹

介
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
。
こ
の
他

浜
崎
素
粒
子
（
甲
南
大
学
講
師
）
護

下
周
延
へ
測
吐
士
）
の
二
氏
が
い
る
》
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パリは正統派に拍手
インディアンや
ジプシイ、ポップなど
気まぐれな変化には
とてもついて行けないよ
とパリでは、正統派の
オートクチュール
' 7 1 秋、冬モードに賛同
の拍手が湧いているとか。

鰯金子屋珠
神戸店：神戸市東灘区住吉町堂ノ本l 8 2 4

T E L〈8 1 1〉2 8 8 1～３
銅座店：東京都中央区銀座７－８－５

金城ビル５ＦＴＥＬ《5 7 2 》2 2 2 6 ～７
ホテルパシフイック店

東京都港区高輪３ＴＥＬ《4 4 5 〉５３０３
福岡店：福岡市天神４丁目８０

福岡ショッパーズプラザセンタービル< ｓＦ
ＴＥＬ〈７２〉５４１１内線５８９

長崎店：長崎市大黒町1 ４－５長崎ビル２Ｆ
ＴＥＬ〈２２〉１５３７

おしゃれをリードする．．…．
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オールイングランド・ラグビーチーム､ 神戸を訪問
全イングランドラグビーチームが９日２２日神戸磯上グランドで対全日本との試合の
ための練習を行った。練習とはいえ超大型の威力を発揮し見物人をアシと驚かせた。

ブレザースタイルでレセプションに出席( 右；

真険なまなざしで選手の質問を聞く
パージェスコーチ（上）

塁診リグ"
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大丸

新
着
型
パ
タ
ー
ン
で

パ
リ
ジ
エ
ン
ヌ
そ
の
ま
ま
に

ジ
バ
ン
シ
イ
は
優
雅
な
秋
の
〃
化
身
〃
‐
て
す
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下
農
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ｌ
…
職
卿
ラ
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ン
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：
縦
霧
で
す

ワ
ン
ピ
ー
ス
９
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，
０
０
０
円
か
ら
（
お
仕
立
て
代
共
）

ス
”
‐
卜
襲
腫
・
葱
下
農
で
ｌ
シ
シ
…
ラ
イ
ン
勝
篠
講
し
っ

イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
く
ら
し
の
ハ
イ
タ
ウ
ン
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
大
丸

つ
み
の
ｎ
Ｆ
＊
字

唾話(078)331-8121(大代）

福ﾖ 戸店福ﾖ 戸店

唾話(078)331-8121(大代）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
く
ら
し
の
ハ
イ
タ
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ン
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フ
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噺
頻
勢
急
詩
ま
に
窓
誰
蕊
隔
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蕊
霧
潅
謹
撰
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ジ
バ
ン
芽
は
優
雅
な
秋
の
〃
化
身
で
す
②
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ネクタイの

元町バザ‘･ 一
神戸･ 元町 1 丁目
ＴＥＬ( 3 3 1 ）１４０１

（3 3 1 ）７０３１

束京９５ｸ 索莞百貨店
渋谷本店／日本橋店

f国､身

ｒ
凸

|Ⅱ

/舞鞠、
近〆”甲、

ねくたいひとすじ

にＵゆうごねん。

ねくたいのせんもんてん

としてみなさまに

おひきたていただき

きようまでまいりました。
こんごともなにとぞ

ごあいこください。

襟弐

墨嘉
畠~』

酷＝

☆ドイツ製コイン栓抜きを
フ･ レゼントノ

2 5 周年を記念して5 0 名様に抽選で上
の写真のコインせんぬきをプレゼン
ト致します。
1 1 月２０日まて" に下記へご応募下さい。
神戸市生田区元町１丁目５６
元町バザープレゼント係

『
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みどりに光るラフな装い

１－‐Ｉ１－‐Ｉ■■

‘１‘１
ＩＩ

ロ

■

ロ

■

‐
ｌ
刺
画
厘

‐
ｌ
刺
画
厘

■■

役板ﾌ 倉のモデノレて・もある。

、

嶋川信一さん( ブロゴルファー）－）

みどりの美しいゴルフ場でブルーの’の’
シャシを粋に着こなすのは、っ r ロゴゴ

ルファーの嶋川さん ｡

毎日をゴノレファーの指導にあたる

ビジネスは ､ やさしい笑顔のな力 ､ にもこ毛』

きびしさを感じる。

谷崎文学「細雪」のこいさんの相手’目手Ｉ

力〆ラ／菊池満菊水カントリーにて

世界のオシャレをおとどけする

■神戸元町！‐丁目

ＴＥＬ３３Ｉ－３Ｉｌ２

■東急百貨店渋谷店

■東急百貨店日本橋店

１１
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表紙／小鼓良平( 部分）
４ＳＥＣＯＮＤＣＯｖＥＲ／中西勝
５神戸つ子７t ／①真理アンヌ" ②浜田義則
９ある蕊い／俳句ｒ押子会Ｊ
Ｉｌコウベスナツプ〆オールイングランド・ラグビーチーム
１７わたＬの迩見／高村信夫日本経済新聞神] 戸支局曇
１９髄想三題／

伊川寛「元町面聴i の青山熊治展』
川崎美代子「りんどう咲く秋のたのしみ鍋」
芝康亘ｒスペインの緑－，

２２ある薬いその足あと／榔子会／左息岡子郷
塑連載随想< ２＞ｒ神戸の味覚』楠本謹吉・え／南和好
２６ずＬ, そう〆京都・淡路・神戸／奈良本辰也／え・角卓
２８神戸の１００人うらおもて／垂森守
３３神戸っ子対談〆秋田博正・小林博司
3 7 3 蚤済ポケット雲ヤーナル
３８技術ジャーナルＺ諸珂博熊
４２神戸のアーバンデザイン／水谷頴介十チームＵ・Ｒ
４３神戸のモダーンリビング／武田則明
“神戸遊鮭誌⑬「剣道」青木重雄
４６世界の福祉ルポ③ロンドンのバーナード・ホーム／橋本明
４９創作邦楽作曲家座談会／清元梅吉／今藤政太郎／芳村伊十七
５２J ・ロウ夫斐のカメラとペンで⑨
５７神戸の案いから
５８動物園飼育日配／⑳亀井一成
５２ファッションエッセイ⑪／秋の夜長のファッション承石原静
6 ８異人館特築の／北野町異人館グラビア錘
７４ポエ△コラージュ／詩・丸本明子／コラージュ・石阪春生
１０４異人館特集②座談会／騨戸異人館野情｣ ' 林田童五郎･ 小松益喜･ 阪本勝比古

・小山牧子
１１１異人館持薬③I J I N K A N ・ＭＡＰ
１Ｉ８シリーズコミック／マリオネット⑨岡田淳
ｌ２０ＣｌＮＥＭＡｌＮＴＨＥＷＯＲＬＤ／淀川曇治
l 2 5 ニューギニア紀行／森本勉
1 2 8 びっといん
Ｉ３Ｉ神戸百店会だより
１３２ポケットジャーナル
1 3 6 連戦小説／キリシタンの墓・小山牧子・え／石阪春生：
1 4 4 連馳小説／曲線ハイウェイ・武田繁太郎・え／横塚蕊
I 5 4 神戸教策／カメラ・緒方しげを
1 5 6 海一船・港／英国軍艦ｒイントレピット』号をたづねて

カット蕊岡田淳・力〆ラ／米田定蔵・藤原保之
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篭 （
日
本
経
済
新
聞
神
戸
支
局
長
）

高
村
信
夫

☆
わ
た
し
の
意
見

情
報
時
代
に

シ
ョ
ッ
ク
な
し
？

夏
以
来
、
〃
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
〃
〃
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
″
が
、

政
治
、
経
済
、
外
交
な
ど
を
扱
う
い
わ
ゆ
る
硬
派
面
か
ら
、
社
会

面
ま
で
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の
〃
シ
ョ
ッ
ク
″

な
る
表
現
に
は
「
私
は
知
ら
な
か
っ
た
」
「
だ
か
ら
び
っ
く
り
し

た
」
と
い
っ
た
弁
解
の
に
お
い
が
強
い
。
し
か
し
今
度
の
シ
ョ
ッ

ク
は
、
「
私
は
知
ら
な
か
っ
た
．
…
．
．
」
と
言
い
の
が
れ
る
？
性

質
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
「
新
聞
は
以
前
か
ら
今
日
の
事
態
を
予
測

し
て
い
た
し
、
警
告
も
し
て
い
た
」
な
ど
と
い
い
格
好
す
る
つ
も

り
は
、
さ
ら
さ
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
部
の
金
融
専
門
、

あ
る
い
は
国
際
政
治
経
済
専
門
の
記
者
を
除
い
て
、
わ
れ
わ
れ
新

聞
記
者
の
大
部
分
も
、
あ
わ
て
て
〃
シ
ョ
ッ
ク
〃
取
材
に
汗
を
流

し
た
も
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
米
国
が
ド
ル
防
衛
策
を
表
明
す
る
と
き
は
、
必
ず

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
結
び
つ
く
の
が
通
例
で
、
い
ず
れ
も
最
も
強

く
影
響
を
受
け
る
の
は
日
本
。
一
一
ク
ソ
ン
は
、
い
わ
ば
ド
ル
防
衛

と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
を
選
挙
公
約
と
し
て
大
統
領
と
な
っ
た
人

で
あ
る
。
そ
し
て
今
度
の
訪
中
声
明
と
新
経
済
政
策
。
一
一
ク
ソ
ン

が
「
自
由
世
界
の
平
和
と
自
由
を
守
る
責
任
を
分
担
す
る
時
代
が

き
た
」
と
ド
ル
防
衛
策
の
基
本
的
な
方
向
を
表
明
し
た
の
は
、
大

統
領
公
認
候
補
指
名
演
説
で
の
段
階
で
あ
る
。
輸
入
課
徴
金
に
つ

い
て
も
、
最
近
で
は
七
月
末
に
、
ミ
ル
ズ
下
院
歳
入
委
員
長
が
国

境
税
の
採
用
を
提
唱
し
て
い
る
。

米
国
ほ
ど
、
日
本
が
多
く
の
外
交
官
を
送
っ
て
い
る
国
は
な

い
。
そ
の
米
国
の
動
き
す
ら
満
足
に
キ
ャ
ッ
チ
出
来
ず
、
対
応
策

を
国
民
に
示
さ
な
い
政
府
に
腹
を
立
て
る
の
は
簡
単
だ
。
し
か
し

今
度
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
前
触
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
並
べ
た

だ
け
で
も
、
前
述
し
た
よ
う
な
こ
と
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て

流
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
大
災
害
、
大
事
故
な
ど
突
発
事
件
は
別

と
し
て
、
こ
の
情
報
時
代
に
前
触
れ
の
な
い
文
字
通
り
の
〃
シ
ョ

ッ
ク
″
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
え
る
わ
け
だ
。
問
題
は
こ
う
し
た

前
触
れ
を
絶
え
ず
分
析
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
企
業
に
前
向
き
の

対
応
策
を
ど
の
よ
う
に
注
ぎ
込
む
か
。
情
報
時
代
の
イ
ロ
ハ
を
、

改
め
て
振
り
返
さ
せ
た
の
が
今
度
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。

t ｚ

丘

１
７
１
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鴬

現
在
、
美
術
館
と
し
て
百
二
十
二

館
、
画
廊
と
し
て
、
東
京
都
内
だ
け
で
、

二
百
数
十
を
、
大
阪
市
内
で
五
十
五
、

わ
が
神
戸
市
は
十
四
、
五
と
な
か
な
か

賑
し
い
。
神
戸
に
も
県
立
美
術
館
も
で

き
、
そ
こ
で
、
大
家
新
人
、
外
国
作
家

な
ど
、
か
ね
て
噂
の
作
品
に
も
親
し
く

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
戦
前
は
、
日
仏
協
会
の
海
外
画
家

展
を
、
他
に
画
集
や
色
刷
で
ひ
そ
か
に

あ
こ
が
れ
を
満
足
さ
せ
て
い
た
。

「
青
山
熊
治
展
」
も
六
十
九
点
も
の

作
品
が
、
ま
っ
た
く
喚
ぐ
よ
う
に
ま
近

鍵繍

９１
１

蕊:と 元
町
画
廊
の

青
山
熊
治
展

伊
川
寛

〈
画
家
〉

序

随
一

二。

想
題

背山熊治作< ロシア人の男＞

で
鑑
賞
で
き
、
二
時
間
あ
ま
り
釘
付
け

に
さ
れ
た
。
特
に
、
「
裸
婦
」
と
「
投
網
」

は
在
京
中
、
当
時
観
た
記
憶
の
感
激
を

新
た
に
し
た
。

「
投
網
」
は
下
絵
と
は
い
え
、
タ
ッ

チ
ま
で
ほ
と
ん
ど
一
緒
で
、
腰
か
ら
下

が
描
い
て
な
い
だ
け
で
あ
る
。
似
た
モ

チ
ー
フ
の
、
か
つ
て
小
杉
未
醒
（
後
放

庵
）
の
「
水
郷
」
、
倉
田
白
羊
の
「
老
漁

夫
」
が
あ
っ
た
が
、
魅
力
と
近
代
感
と

で
こ
の
「
投
網
」
が
他
を
圧
し
た
。

昭
和
四
年
八
月
、
平
凡
社
発
行
の
世

界
美
術
全
集
に
、
ア
イ
ヌ
の
作
を
掲

栽
。
解
説
に
石
井
柏
亭
日
く
「
青
山
熊

治
は
、
東
京
美
校
を
卒
業
し
て
間
も
な

く
、
明
治
四
十
三
年
春
の
白
馬
会
に
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
画
は
彼
の
出
世
作
と

い
え
る
。
た
ぶ
ん
最
終
の
白
馬
会
で
あ

っ
た
ろ
う
。
氏
の
画
は
当
時
評
判
が
よ

か
っ
た
が
、
明
治
大
正
名
作
展
で
再
び

見
た
時
、
和
田
三
造
の
「
南
風
」
に
対

し
て
ひ
け
を
と
ら
ぬ
作
で
あ
る
と
思
っ

た
。
火
に
照
ら
さ
れ
た
半
裸
の
ア
イ
ヌ

を
中
心
に
、
車
坐
の
明
暗
の
配
置
は
、

多
少
月
並
で
あ
る
と
は
い
え
、
よ
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
・
・
…
。
そ
の
後
満
州
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
、
漂
浪
生
活
は
久

し
い
年
月
に
わ
た
っ
た
。
而
し
て
、
人

が
ほ
と
ん
ど
彼
の
名
を
忘
れ
か
け
た

時
、
大
正
十
五
年
の
帝
展
に
、
珍
し
く

も
大
作
〃
高
原
″
が
出
て
、
特
選
と
美

術
院
賞
が
与
え
ら
れ
た
…
…
云
々
」

ア
イ
ヌ
の
作
以
前
に
尋
「
老
坑
夫
」

を
東
京
勧
業
博
に
出
品
、
二
等
賞
を
。

ア
イ
ヌ
と
同
年
秋
第
四
回
文
展
に
「
九

十
九
里
」
を
出
品
、
三
等
賞
。
翌
四
十
四

年
に
「
ホ
ワ
ン
チ
ュ
ウ
」
と
「
金
仏
」

を
出
品
、
「
金
仏
」
は
二
等
賞
を
受
け

た
。二

等
賞
と
は
最
高
賞
で
、
一
等
賞
は

な
く
、
す
な
わ
ち
審
査
員
の
作
と
い
う

わ
け
で
あ
っ
た
。

大
正
の
末
か
ら
、
昭
和
七
年
の
没
年

ま
で
、
大
作
以
外
の
珠
玉
の
作
品
の
大

容
は
、
元
町
画
廊
に
集
め
ら
れ
た
も
の

で
十
分
は
か
り
知
れ
る
。
一
連
の
野
菜

静
物
は
美
し
い
マ
チ
ェ
ー
ル
、
見
事
な

柵
成
、
落
着
い
た
色
調
、
白
の
上
に
透

明
に
グ
レ
ー
ズ
さ
れ
た
、
赤
や
緑
の
新

鮮
さ
、
四
十
年
も
年
月
を
経
た
と
は
思

わ
れ
ぬ
、
当
節
油
絵
具
を
い
じ
め
抜
い

た
早
描
き
の
絵
な
ど
比
較
に
な
ら
ぬ
、

と
思
っ
た
。
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。

ど
っ
し
り
と
坐
っ
た
「
裸
婦
」
、
若

い
日
胸
踊
ら
せ
て
思
い
起
こ
す
作
。
昭

和
四
年
新
進
の
伊
原
字
三
郎
が
欧
州
か

蕊
§

琴

癖
》
蛭

》
肥
ワ
無
恥
‐
誼
』

霞
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一
一
．
蜂
》

ら
帰
朝
早
々
の
諸
作
、
ピ
カ
ソ
だ
ナ
と

足
の
大
き
い
裸
婦
。
猪
熊
源
一
郎
の
裸

婦
立
像
も
、
オ
ッ
ト
セ
イ
を
思
わ
す
大

足
で
あ
っ
た
。
前
田
寛
治
の
緑
の
裸

婦
、
同
じ
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
モ
デ
ル
に

頼
ん
で
、
懸
命
に
没
頭
し
た
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
い
ま
、
目
の
前
に
み
る
こ

の
「
裸
婦
」
に
、
何
か
総
て
を
結
集
し

た
完
壁
を
覚
え
し
め
ま
し
た
。

「
白
い
馬
（
首
）
」
、
「
野
の
花
」
、
「
桃
」
、

「
黒
牛
」
中
に
は
大
作
の
部
分
下
絵
も

あ
る
が
、
タ
ブ
ロ
ー
と
し
て
も
チ
ャ
ン

と
通
じ
る
し
、
深
い
椛
成
と
級
籍
な
内

容
と
が
（
絵
画
的
）
見
厭
を
知
ら
ぬ
所

以
で
あ
る
。
兵
庫
県
が
生
ん
だ
而
家
と

し
て
、
新
井
、
金
山
先
生
の
諸
作
の
よ

う
に
、
せ
め
て
し
め
て
県
立
美
術
館
へ

…
・
・
・
無
理
な
話
で
あ
ろ
う
か
。

加
ソ
ん
ど
う
咲
く
秋
の

た
の
し
み
鍋

河
崎
美
代
子

〈
関
西
新
制
作
研
究
会
々
員
〉

§

む
か
し
、
晩
秋
に
な
る
と
近
く
の
草

む
ら
に
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
り
ん
ど
う
が

咲
い
た
。
う
っ
か
り
す
る
と
踏
み
つ
け

そ
う
な
の
を
よ
く
二
、
三
本
摘
ん
で
帰

っ
て
は
コ
ッ
プ
に
挿
し
て
い
た
。
こ
と

し
の
秋
の
は
じ
め
そ
の
野
生
の
り
ん
ど

う
の
小
さ
な
鉢
植
え
を
近
く
の
花
屋
で

品，？

蕊

海
ま
ず
い
か
を
知
る
に
は
何
よ
り
新

鮮
な
感
覚
が
い
る
。
あ
る
料
理
の
熟
練

者
は
空
腹
だ
と
何
で
も
お
い
し
く
細
か

な
神
経
が
つ
か
え
な
い
か
ら
腹
四
分
と

か
六
分
が
よ
い
と
も
言
う
が
、
ま
あ
そ

れ
は
個
人
差
な
り
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
次

第
だ
。
人
一
倍
食
い
し
ん
ぼ
う
な
の
で

た
べ
も
の
に
関
す
る
記
事
、
紹
介
の
た

ぐ
い
を
読
む
時
は
か
な
り
真
剣
な
目
つ

き
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
私
は
元
来

、
、
、

、
、
、

た
べ
る
楽
し
み
と
つ
く
る
喜
房
」
び
と
は

別
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
平
素
は
両
方
兼
ね
な
け
れ
ば
へ
た

ば
っ
て
し
ま
う
が
。
例
え
ば
魚
な
ど
は

正
直
言
っ
て
人
に
料
理
し
て
も
ら
う
方

が
確
か
に
お
い
し
く
味
わ
え
る
。
味
覚

と
い
う
も
の
は
大
そ
う
複
雑
な
も
の
で

視
覚
、
喚
覚
、
季
節
感
も
含
め
て
の
環

境
な
ど
か
ら
か
も
し
出
す
雰
囲
気
が
大

い
に
作
用
す
る
か
ら
馬
鹿
に
な
ら
な

い
。秋

に
な
っ
て
決
ま
っ
て
恋
し
く
な
る

の
は
鍋
も
の
で
あ
る
。
甲
陽
園
「
は
り

、
、
、

半
」
の
よ
せ
鍋
は
上
品
な
味
で
さ
す
が

だ
が
、
私
は
自
家
版
を
時
々
試
み
る
。

一
名
「
た
の
し
み
鍋
」
と
も
い
う
が
、

う
ち
で
す
る
場
合
、
ま
ず
買
物
か
ご
を

引
っ
下
げ
て
材
料
を
買
い
出
し
に
ゆ
く

、
、
、
、

と
き
か
ら
そ
の
た
の
し
み
は
始
ま
る
。

何
と
何
と
い
う
決
ま
っ
た
筆
法
も
な
く

好
み
に
応
じ
て
好
き
な
魚
や
野
菜
な
ど

の
半
調
理
の
も
の
を
大
皿
と
か
盆
（
私

は
直
径
四
十
五
セ
ン
チ
の
有
馬
ざ
る
を

使
っ
て
い
る
）
に
色
の
相
互
作
用
を
た

蹄．

見
つ
け
た
。
ハ
ツ
と
す
る
碧
色
の
深
さ

は
久
し
く
遠
い
記
憶
を
よ
び
お
こ
す
。

土
に
お
ろ
せ
ば
つ
く
だ
ろ
う
か
。
ひ
と

頃
つ
る
バ
ラ
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
る
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
並
や
風

景
に
あ
ま
り
ぴ
っ
た
り
藩
け
こ
ん
だ
咲

き
ぶ
り
に
比
べ
る
と
、
二
番
煎
じ
の
よ

う
な
気
が
し
て
き
て
、
今
は
草
花
に
ひ

か
れ
る
。
西
洋
化
さ
れ
て
も
ｎ
本
の
風

土
に
は
や
は
り
根
づ
よ
い
、
変
わ
ら
ま

い
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
。

庭
は
つ
く
ら
ず
専
ら
こ
ぼ
れ
種
が
自

由
に
咲
い
て
い
る
。
萩
と
す
す
き
の
波

の
間
に
黄
色
い
コ
ス
モ
ス
、
向
い
コ
ス

モ
ス
。
肥
土
も
入
れ
て
や
ら
な
い
と
こ

ろ
に
も
結
椛
咲
い
て
い
る
の
は
い
じ
ら

、
、
、

し
い
◎
野
性
の
産
物
な
の
に
「
そ
テ
」
は

、
、
、
、

か
と
な
い
風
情
が
…
・
・
・
」
と
ひ
そ
か
に

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
訪
ね
て
き
た

人
に
「
い
い
で
す
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
と
カ
ン
タ
ン
に
よ
ろ
こ
ん
で
し
ま
う

あ
じ
さ
い
は
六
月
の
花
だ
け
れ
ど
、
場

所
と
気
温
の
関
係
で
物
さ
び
た
む
ら
さ

き
色
の
挫
淡
に
変
じ
た
ま
ま
晩
秋
の
け

し
き
に
溶
け
合
っ
て
い
る
の
は
妙
に
心、

を
し
ず
め
る
静
け
さ
が
あ
る
。
花
の
は

、
、

、
、
、
、

な
し
は
尽
き
な
い
が
だ
く
も
の
の
こ
と

を
書
く
約
束
だ
っ
た
。

夏
の
反
動
で
た
べ
も
の
を
た
の
し
む

の
も
や
は
り
こ
の
季
節
。
「
料
理
の
第

一
歩
は
空
腹
で
あ
る
」
と
大
言
壮
語
し

て
笑
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
技
術
、

経
験
、
材
料
は
言
わ
ず
も
が
な
な
の

で
、
自
分
の
作
る
も
の
が
お
い
し
い
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の
し
み
つ
つ
嘘
り
、
食
卓
で
う
す
味
の

、
、
だ
し
で
た
く
。
た
と
え
「
は
り
四
分
の

一
」
の
評
価
で
も
材
料
の
伸
縮
自
在
、

千
変
万
化
が
た
の
し
め
る
。
一
品
料
理

で
は
な
る
べ
く
野
趣
の
あ
る
そ
う
ざ
い

料
理
が
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
。

や
が
て
後
の
山
の
く
ぬ
ぎ
の
木
の
葉

が
燃
え
る
よ
う
に
色
づ
く
頃
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
緑

芝
康
亘

〈
タ
イ
ガ
ー
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

Ｋ
Ｋ
取
締
役
社
長
〉

「
ス
ペ
イ
ン
」
と
い
え
ば
、
乾
燥
不

メ
セ
ク

毛
の
高
原
の
ひ
ろ
が
り
、
赤
茶
け
た
国

土
に
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
オ
リ
ー
ブ
だ
と
か

傘
松
の
こ
び
り
つ
い
た
炎
熱
の
国
ｌ

と
思
う
人
が
案
外
多
い
の
か
も
し
れ

ぬ
。
率
実
、
大
部
分
そ
の
通
り
な
の
だ

が
、
し
か
し
、
あ
る
べ
き
所
に
は
緑
が

あ
っ
て
、
そ
の
ま
た
緑
が
何
と
も
溜
息

を
つ
く
ほ
ど
素
適
な
の
だ
。
例
え
ば
マ

ド
リ
ー
ド
市
中
に
あ
る
レ
テ
ィ
ロ
公
園

の
緑
を
湿
潤
の
国
日
本
の
都
市
計
而
担

当
者
と
か
実
施
者
だ
と
か
が
見
た
と
し

た
ら
、
さ
し
当
っ
て
溜
息
千
年
は
吐
か

ね
ば
な
ら
ず
、
や
が
て
は
己
が
無
策
に

赤
面
を
禁
じ
得
ぬ
の
が
当
然
だ
ろ
う
。

日
曜
の
午
前
中
、
三
々
伍
々
公
園
の

散
策
を
た
の
し
み
に
や
っ
て
く
る
マ
ド

リ
ー
ド
の
人
た
ち
。
正
装
し
て
、
腕
を

に
、
一
晩
中
照
明
を
つ
け
た
高
級
ブ
テ

ィ
ッ
ク
と
か
家
具
屋
の
ウ
イ
ン
ド
ー
が

あ
っ
て
、
そ
う
い
う
所
で
は
立
ち
止
ま

っ
た
り
す
る
。
あ
と
は
ひ
っ
そ
り
し
た

住
宅
街
。
七
月
、
深
い
木
立
は
強
い
芳

香
を
放
ち
、
白
い
花
を
積
も
る
ほ
ど
降

ら
せ
る
。
初
め
て
の
時
、
木
の
種
類
な
ん

ぞ
に
は
無
智
蒙
昧
な
私
の
問
い
に
、
彼

女
は
「
ア
カ
シ
ア
！
」
と
答
え
た
。
な

る
ほ
ど
、
こ
れ
が
ア
カ
シ
ア
か
１
．

人
通
り
も
絶
え
た
住
宅
街
の
通
り
に
、

ア
カ
シ
ア
の
花
は
音
も
な
く
雪
の
よ
う

に
降
る
の
で
あ
る
。

ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
の
宮
殿
を
と
り
ま
く

森
。
そ
こ
に
さ
え
ず
る
幾
百
千
の
小

鳥
。
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
の
夏
の
離
宮
の
噴

泉
と
深
々
と
し
た
緑
。
秋
、
ク
レ
ド
ス

山
中
の
名
も
な
い
小
さ
な
村
を
包
む
黄

チ
エ
メ
ナ
ッ
ト

葉
。
こ
れ
は
「
く
り
」
だ
と
彼
女
は
言

っ
た
。
ま
た
こ
の
一
帯
を
「
ア
ン
ダ
ル

シ
ア
・
イ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ヤ
」
と

も
教
え
た
。
肥
沃
な
の
だ
。
リ
オ
・
フ

リ
オ
ー
数
千
頭
も
の
鹿
の
森
。
そ
こ

の
緑
陰
で
、
私
た
ち
は
オ
ド
オ
ド
し
た

鹿
の
眼
に
囲
ま
れ
て
、
奈
良
の
、
人
の

ポ
ケ
ッ
ト
ま
で
狙
う
人
ず
れ
し
た
鹿
じ

ゃ
な
い
、
純
粋
な
野
性
の
多
分
に
残
っ

て
い
る
鹿
た
ち
の
つ
ぶ
ら
な
眼
に
囲
ま

れ
て
、
弁
当
を
ひ
ろ
げ
た
。
満
腹
し
て

青
草
に
ひ
つ
く
り
返
る
と
、
ス
ペ
イ
ン

の
緑
は
深
く
、
空
は
青
く
高
い
。

私
は
乾
燥
の
国
ス
ペ
イ
ン
に
行
く
た

び
に
、
そ
の
濃
く
潤
っ
た
素
適
な
緑
に

溜
息
つ
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

鱗
組
み
あ
っ
た
老
夫
婦
。
手
を
つ
な
ぎ
あ

っ
た
若
い
男
女
。
緑
陰
の
テ
ラ
ス
で
葡

萄
洲
付
き
の
弁
当
を
ひ
ろ
げ
る
家
族
連

か
お
つ
き

れ
。
高
貴
な
貌
の
巨
犬
を
端
座
さ
せ
、

内
分
も
大
木
の
牌
に
身
を
も
た
せ
て
読

書
に
ふ
け
る
青
年
。
賑
々
し
く
、
ち
ょ

っ
と
あ
け
す
け
な
感
じ
の
鏡
舌
り
方
だ

け
れ
ど
、
驚
く
ほ
ど
顔
立
ち
の
美
し
い

少
女
た
ち
の
一
群
。

プ
ラ
サ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ヤ

ス
ペ
イ
ン
広
場
の
一
隅
に
あ
る
小
さ

な
テ
ラ
ス
も
私
は
大
好
き
で
あ
る
。
何

と
い
う
樹
だ
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
広

莱
樹
に
種
わ
れ
た
下
陰
は
、
夏
の
昼
間

の
暑
熱
を
忘
れ
さ
せ
て
、
涼
し
さ
を
呼

ぶ
。
日
暮
れ
刻
、
勤
め
帰
り
に
ち
よ
っ

メ
リ
エ
ン
ダ

と
間
食
を
つ
ま
む
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
の

七
〃
ペ
ツ
サ

間
に
椅
子
を
と
っ
て
、
軽
く
ビ
ー
ル
を

メ
ヒ
リ
ョ
ネ
ス
。
エ
ン
・
ヱ
ス
カ
パ
チ
エ

や
る
。
胎
貝
の
オ
イ
ル
漬
け
と
か
オ
リ

ー
ブ
を
つ
ま
む
。
あ
る
い
は
、
正
装
し

パ
セ
オ

て
遅
い
食
事
に
出
掛
け
る
前
、
散
歩
の

中
休
み
の
ス
ペ
イ
ン
の
人
た
ち
に
混
っ

て
、
ア
ペ
リ
テ
ィ
ー
フ
に
シ
ェ
リ
ー
を

や
る
。
特
有
の
し
ゃ
べ
り
方
と
身
振
り

の
人
た
ち
を
と
り
と
め
も
な
く
目
に
耳

に
し
た
が
ら
、
涼
と
、
旅
先
の
ゆ
と
り

と
、
満
ち
足
り
た
気
持
の
中
に
身
を
ゆ

だ
ね
る
。
あ
あ
、
ス
ペ
イ
ン
に
居
る
な

あ
、
な
ん
ぞ
と
思
う
。
空
を
仰
ぐ
と
、

葉
隠
れ
に
星
が
近
い
。

リ
ェ
カ
・
牛
ラ
ノ

セ
ラ
ノ
通
り
を
私
は
よ
く
散
歩
し

た
。
ま
た
、
夜
遊
び
の
あ
と
マ
ド
リ
ー

ド
の
女
友
達
を
自
宅
に
送
っ
て
ゆ
く
途

中
、
私
た
ち
は
よ
く
こ
の
通
り
で
車
を

捨
て
た
。
深
い
木
立
の
並
木
な
の
で
あ

る
。
腕
を
組
ん
で
歩
く
。
思
わ
ぬ
所
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友岡子郷

や
関
西
各
大
学
の
金
ボ
タ
ン
組
を
集
め

た
「
関
西
学
生
俳
句
連
盟
」
な
ど
の
句

会
が
、
定
例
的
に
ひ
ら
か
れ
て
い
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
山
で
結
束
し
た
五
人

は
、
こ
れ
ら
の
句
会
の
常
連
で
あ
っ
て
、

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
な
ど
の
古
い
結
社
に

属
し
な
が
ら
、
新
し
い
伝
統
を
築
こ
う

と
い
う
気
ま
ま
を
野
心
を
か
き
た
て
て

い
た
。
句
会
で
、
青
畝
氏
に
青
く
さ
い

芸
術
論
を
ふ
っ
か
け
て
は
氏
を
あ
き
れ

さ
せ
て
い
た
。

７函
ｗ
》

「
祁
子
会
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭

和
三
十
一
年
十
一
月
の
あ
る
寒
い
日
だ

っ
た
。
塩
屋
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
の
浜
崎
素

粒
子
宅
で
、
胸
に
金
ボ
タ
ン
を
並
べ
た

若
者
五
人
が
コ
タ
ッ
に
脚
を
つ
っ
こ

み
、
ひ
と
わ
た
り
俳
壇
の
将
来
を
占
な

っ
た
の
ち
、
じ
ぶ
ん
た
ち
グ
ル
ー
プ
の

結
束
を
は
か
る
こ
と
で
衆
議
一
決
し

た
。
当
時
、
神
戸
で
は
若
い
俳
句
作
者

た
ち
の
交
流
が
さ
か
ん
だ
っ
た
。
阿
波

野
青
畝
氏
を
か
こ
む
「
神
戸
新
人
会
」

ある集いその足あと

☆

祁 子会

今
も
っ
て
虚
子
の
孫
弟
子
の
よ
う
な
気

持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
る
の
は
、
そ
の
時

の
虚
子
翁
の
悠
々
た
る
そ
ぶ
り
の
印
象

が
強
く
の
こ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

』
っ
。現

在
、
「
祁
子
今
吉
の
同
人
は
、
そ

の
後
に
加
わ
っ
た
山
本
良
明
・
守
下
周

延
・
源
啓
一
郎
の
三
人
を
含
め
て
七
名

で
あ
る
。
七
人
の
侍
と
称
し
て
、
そ
れ

以
上
同
人
は
増
や
さ
な
い
こ
と
に
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
自
閉
症
状
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
い
つ
の
会
も
希
望
が
あ

れ
ば
参
加
自
由
で
あ
る
。
例
会
は
、
各

同
人
の
家
を
回
り
持
ち
、
自
家
用
車
族

が
四
人
い
る
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ
吟
行
と

名
づ
け
て
少
々
遠
距
離
の
吟
行
も
容
易

に
で
き
る
の
は
一
つ
の
じ
ま
ん
で
あ
る

昭
和
四
十
三
年
夏
、
よ
う
や
く
機
関

誌
「
柳
子
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
ふ
み

き
っ
た
。
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、

実
現
さ
せ
る
き
っ
か
け
が
な
か
な
か
つ

か
め
な
か
っ
た
。
季
刊
で
あ
る
。
各
同

人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
他
の
俳
句
雑
誌
に
も

進
出
し
て
い
て
、
そ
の
点
は
俳
壇
で
は

例
の
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

会
誕
生
後
す
で
に
十
数
年
を
経
た
が

わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
三
十
代
半
ば
で
あ
る

ま
だ
ま
だ
少
壮
気
鋭
の
年
齢
と
言
う
べ

き
だ
と
思
う
。

（
柵
子
会
刊
行
の
も
の
ｌ
「
実
」
の

他
に
、
「
遠
方
・
友
岡
子
郷
句
集
」
「
米

と
雀
・
山
本
良
明
句
集
」
、
以
下
続
刊

の
予
定
）

回
連
絡
先
／
潅
区
畑
原
通
２
丁
目
２
の
６

友
岡
子
郷
方
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
６
１
）
４
９
９
６

小松益喜画伯の表紙裟による季刊誌‘E 卵子，,

友
岡
子
郷
で
あ
る
。

こ
の
四
人
が
合
同
句
集
「
実
（
じ

つ
ど
を
出
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
五

年
の
暮
れ
だ
っ
た
。
句
集
の
草
稿
を
国

際
会
館
内
の
喫
茶
室
に
持
ち
こ
み
、
互

い
に
○
×
を
つ
け
合
っ
た
も
の
だ
が
、

各
人
の
採
点
が
辛
す
ぎ
て
、
決
定
稿
が

で
き
る
ま
で
に
一
年
近
く
も
か
か
っ
た

合
同
句
集
が
出
る
二
年
前
の
夏
、
こ

の
四
人
は
、
高
浜
虚
子
を
中
心
と
す
る

「
山
中
湖
け
い
古
会
」
に
も
参
加
し
た
。

「
祁
子
会
」
と
い
う
名
も
、
そ
の
頃

の
青
く
さ
い
意
気
込
み
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
る
。
烈
日
の
南
の
島
の
、
あ
の
常
緑

の
祁
子
の
す
こ
や
か
を
高
さ
を
、
じ
ぶ

ん
た
ち
の
俳
句
活
動
の
将
来
に
思
い
合

わ
せ
て
い
た
。

○

五
人
の
う
ち
一
人
が
欠
け
て
、
い
わ

ば
第
一
次
抑
子
会
同
人
と
し
て
残
り
、

い
ま
も
作
句
に
賭
け
て
い
る
の
は
、
中

杉
隆
世
・
中
野
達
也
・
浜
崎
素
粒
子
。

’
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2３

海の秋、山の秋一お山の上の彫刻展一

秋の須磨浦山- 1 皇へ

須磨浦山上野外彫刻展く彫刻とモデルの撮影会〉
期間：１１月２１日(日)まで好評開催中期日：1 1月７日（日）雨天→1 4日（日）
場所：須磨浦山上遊苑一帯時間：1 0時~ 1 5時場所＝須磨浦山上遊苑一帯

題材：野外彫刻展風景モデルなど協賛：兵庫県彫亥Ｉ家連盟サイズ: ｶ ﾗ ｰ の部くｶ ﾗ ｰ ｽ ﾗ ｲ ド( 3 5 m m または6×6版以上)〉
〈カラープリント(Ｅサイズ以上)〉出品者蕊駕箪蕪灘糾難白黒の部《四つ切りに限定組写真連作認めず〉

新谷映子谷井信市樽本淳二使用材料：富士フィルム、富士印画紙使用のこと
丹下寿一広嶋照道三方清三郎・秋の須磨浦山上写真コンクール募集中( 締切1 1 月3 0 日( 火) 必着）
吉田英智和田真7 登和田正義発表：１２月中旬神戸新聞紙上および入賞者に直接通知いたします。

（アイウエオ順・敬称略）送付先：神戸市長田局区内山陽電車宣伝係
主催：山陽電車｡ 神戸新聞社･ デイリースポーツ社神戸市葺合局区内神戸新聞社事業部

サンテレビジョン賞：推選他多数協賛: 富士フィルム株式会社

･ﾛｰブｳｪｲ営業時間，時'5分－'7時‘5分(､月）山陽電車(藤患鯛患璃
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